








10 提言活動

夏野元志　射水市長(11月６日)
� 　　　【於　射水市役所】

林　　和彦　副会長
八嶋祐太郎　副会長
今牧　元樹　青年部会副部会長
笹谷　幸子　女性部会副会長
坂井　昌彦　専務理事　

　　高岡法人会役員が、税を考える週間（11/11 ～ 17）にあわせ、国会議員・市長に税制改正について
　直接お会いし説明を行い、提言活動を行った。

～税を考える週間～　国会議員・３市長へ提言書を持参 !!
令和６年度　税制改正に関する提言

橘慶一郎衆議院議員(11月４日)
� 【於　高岡商工ビル】

角田悠紀　高岡市長(11月６日)
� 【於　高岡市役所】

林　正之　氷見市長(11月17日)
� 【於　氷見市役所】

牧田　和樹　会長
西村　博邦　副会長
坂井　昌彦　専務理事

北村　耕作　副会長
廣瀬　宏一　副会長
山﨑　　真　青年部会部会長
若野　歌子　女性部会副会長
坂井　昌彦　専務理事

清水　幸雄　副会長
坂下　明生　青年部会副部会長
山田　圭子　女性部会会長
坂井　昌彦　専務理事
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税を考える週間　特別講演会

年末調整説明会

令和５年度　納税表彰受賞おめでとうございます！！
　令和５年度金沢国税局長納税表彰式が 11 月２日 KKR ホテル金沢にて、高岡税務署長合同納税表彰式が 11 月
15 日高岡市ふれあい福祉センターにて挙行された。
　この表彰は、多年にわたり納税道義の高揚と正しい税知識の普及、申告納税制度の発展に努められた方々に贈
られるもので、法人会功績者として、次の方々が受賞されました。

落語家　林家三平氏の特別講演会を、富山県高岡文化ホー
ルにて開催しました。「笑いと人生」と題しての講演の後、
落語も披露されました。

当会の青年部会が、「健康経営を柱にした企業の活力向上
がもたらす税収の増加」等の目標達成ため各種事業を実施し
ている、昔から「笑うことが体に良い影響を及ぼしている」
と言われていることから、林家三平師匠の講演会を開催しま
した。

当日は、沢山笑って、楽しい講演会でした。

令和５年度も、高岡法人会主催の年末調整説明会を
開催しました。
【場　所】富山県高岡文化ホール　大ホール
【講　師】高岡税務署 担当者
　　　　　「年末調整のしかた ｣
　　　　　「法定調書の作成と提出の手引き」等
　　　　高岡市役所　担当者
　　　　　「給与支払報告書の作成・提出について」

【参加者】　会員 184 名、一般 11 名

林　　和　彦 様
（公社） 高岡法人会 副会長　　　
大栄建材株式会社 代表取締役社長

澤　田　康　博 様
（公社） 高岡法人会 理事  
株式会社沢田商店 代表取締役社長

金沢国税局長表彰 高岡税務署長表彰

令和５年11月22日（水）

� 令和５年11月16日（木）
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法人会活動報告

　改正税法研修会� 令和５年９月７日（木）
【場　所】　富山県高岡文化ホール　多目的小ホール
【講　師】　高岡税務署　法人課税審理専門官　水野　雅美 氏
　　　　　　「法人税等の税制改正について」等
　　　　　高岡税務署　個人課税第一統括官　懸高　幸司 氏
　　　　　　「税務行政のデジタルトランスインフォメーションに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ついて ｣
　　　　　　高岡税務署 資産課税部門上席調査官　神田 麻紀子 氏
　　　　　　「資産課税関係の税制改正について」

【受講者】　会員 66 名

　雇用管理研修会� 令和５年９月15日（金）
【場　所】　富山県高岡文化ホール　多目的小ホール
【講　師】　社会保険労務士法人アシスト人事　代表社員
　　　　� 社会保険労務士　宮本敦子氏　
　　　　　（独）高齢 ･ 障害 ･ 求職者雇用支援機構 富山支部
　� 高齢 ･ 障害者業務課　担当官

【内　容】　「もしも懲戒処分の案件が起きてしまったら」
　　　　　　　～懲戒処分の基礎知識と実際の対応について～
　　　　　「65 歳超雇用推進助成金について」

【受講者】　会員 52 名   

　決算期別研修会　　　　　　　　　　　　　　　　
【講　師】　高岡税務署 法人課税審理専門官　水野　雅美 氏
【場　所】　高岡商工ビル　４階研修室
【内　容】　・決算における主な注意点（改正点含む）
　　　　　・消費税インボイス制度について
　　　　　・電子帳簿等保存法　等

【開催日等】　８月～ 10 月決算法人対象
　　　　　　　令和５年９月 26 日（火）　会員６名
　　　　　　11 月～１月決算法人対象
　　　　　　　令和５年 12 月６日（水）　会員７名

　法人税実務講座（中級）
【場　所】　高岡商工ビル　４階研修室
【講　師】　税理士　油谷 奈津紀 先生
【開催日】　令和５年９月 13 日、20 日、10 月４日、11 日
【内　容】　法人税・消費税・法人に関連する税金の基礎知識
【受講者】　会員 30 名
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　支部研修会
　高岡・射水・氷見支部で次のとおり税務研修会を開催しました。

【高岡支部】令和５年 10 月 25 日 ( 水 )　参加者　50 名
【射水支部】令和５年 11 月 ６日 ( 月 )　参加者　24 名
【氷見支部】令和５年 11 月 ８日 ( 水 )　参加者　31 名
　各支部とも、第一講座は、半田あおい高岡税務署長から「これからの税務行政」と題し、講話がありました。
　第二講座は、高岡税務署法人課税第一統括官の上田毅氏から「消費税インボイス、電子帳簿等保存法等につい
て」説明がありました。
　また、氷見支部では、第三講座として宮本敦子社会保険労務士から「職場のハラスメントの知識と対応」につ
いて説明がありました。

女性部会活動報告

　女性部会は、地域に根付いた社会貢献活動の一環として、令和５年８月 24 日、児童養護施設高岡愛育園に 10
万円を寄附しました。寄附金は、子供用車自転車の購入費用に充てられました。
　また、高岡市、射水市、氷見市の幼稚園、保育園に手作り雑巾を寄贈しました。

　全法連女性部会連絡協議会において、新たな事業として ｢ 食品ロ
ス ｣ に取り組むことが決議されたことを受け、富山県生活環境文化
部 今多 奈緒 氏を講師にお招きし、「富山県における食品ロス対策
の推進について」お話をいただき、食品ロス削減の大切さについて
勉強しました。

寄附活動・手作り雑巾寄贈

女性部会セミナー
令和５年８月 17 日
高岡市立中央保育園児童養護施設高岡愛育園

　令和５年９月 21 日
氷見市アソカ幼稚園

令和５年９月 25 日
射水市立放生津保育園

令和５年12月７日（木）



14 全国青年の集い「山形大会」／青年部会セミナー

第37回「法人会全国青年の集い」山形大会
為せば成る!　～感謝と恩返しの想いを胸に～

令和５年12月19日（火）青年部会セミナー�

令和５年 11 月９日、10 日の両日、やまぎん県民ホー
ルに、全国の法人会青年部会員 2,000 余名（当会青年
部会から山﨑部会長ほか４名）が参集し、「第 37 回法
人会全国青年の集い」山形大会が盛大に開催された。

初日は、全国の各地域を代表する青年部会が「租税
教育活動のプレゼンテーション」並びに「健康経営大
賞」の発表を行った。

二日目は、午前中、部会長サミットが開催され「①
会員拡大について、②租税教育活動の効果について」
意見交換を行った。

午後は、ヤマガタデザイン㈱代表取締役 山中 大介 
氏が「自らリスクを取って挑戦する。だからこそ価値

がある。」と題し記念講演を行った。
引き続き開催された記念式典は、山形大会の岡崎会

長の開会挨拶で始まり、主催者挨拶、来賓祝辞のあと、
前日行われた租税教育活動のプレゼンテーション、健
康経営大賞の結果発表・表彰が行われ、租税教育活動
のプレゼンテーションの最優秀単位会の佐世保法人会
の事例発表、健康経営大賞最優秀単位会の北那覇法人
会、最優秀賞のネッツトヨタ山陽㈱の事例発表があっ
た。続いて、部会員増強表彰、山形大会宣言、大会旗
伝達、次回開催地の福井大会（11 月８日開催）ＰＲ
があり、大会は成功裡に終了した。

【場　所】　御旅屋セリオ４階　ＴＡＳＵ
【講　師】　高岡税務署副署長　北野　和彦　氏
【テーマ】　「マルサは見つける !」

　講師の北野副署長は、前任が金沢国税局の特別国税
査察官で、査察経験も長く、査察調査の概要やこれま
で苦労されたことなど興味深い話をしていただき、有
意義なセミナーであった。

青年部会情報
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　女性部会では、毎年、部会員の交流を目的に日帰りバス旅行を企画しています。令和５年は、能登方面への旅
を企画しました。当日は、バスで穴水駅まで行き、観光列車「のと里山里海号」に乗車し、沿線出身の世界的な
パティシェ辻口博啓氏が監修した限定スイーツを味わいました。七尾市内の松乃鮨での昼食後、能登演劇堂で、
名誉館長の仲代達矢氏演出の「等伯・反骨の画聖」を観てきました。能登演劇堂は舞台後壁の扉が開き、臨場感
あふれる演出が魅力的でした。
　スイーツ、お鮨、観劇と非常に中身の濃いバス旅行で、女性部会員の交流も深まりました。

　女性部会では、お正月のフラワーアレンジメント教室
を開催しました。
　参加者は、講師の結城美智子先生の指導のもと、お正
月に自宅に飾るアレンジメントフラワーを作りました。
　昨年に引き続きの開催で、昨年よりは上手に作ること
ができました。

全国の法人会女性部会では、租税教育活動の一環とし
て、小学生高学年を対象とした「税に関する絵はがきコ
ンクール」を実施しており、高岡法人会女性部会では、
令和５年度、高岡市・射水市・氷見市の小学 5.6 年生か
ら 737 点の応募がありました。

令和５年９月 27 日（水）の審査会では、女性部会役
員と半田高岡税務署長、上田法人第一統括官、川原和美
先生をお招きし 50 作品選出し、その中から、高岡市立
西条小学校の順徳さんが高岡税務署長賞に選ばれまし
た。また、10 月 10 日に富山県連女連協の審査会があり、
順徳さんは富山県連最優秀賞に、高岡市立野村小学校の
諏訪さんが富山県連特別賞に選ばれました。

令和５年 10 月 30 日（月）高岡税務署長賞・
富山県連最優秀賞に選ばれた高岡市立西条小学
校の順徳さんに、半田高岡税務署長、山田女性
部会会長から賞状と記念品を贈りました。

また、同日山田女性部会会長から多数の応募
があった高岡市立福岡小学校に学校賞として感
謝状と記念品を贈りました。

『税に関する絵はがきコンクール』

女性部会情報
令和５年10月26日(木)

令和５年12月21日(木)

女性部会日帰り視察旅行

女性部教養講座

　審査会

　入賞者表彰
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高岡市立西条小学校
６年　順徳　葵子 さん

高岡市立能町小学校
６年　岡野　好夏 さん

高岡市立福岡小学校
６年　梅田　琉生 さん

高岡市立千鳥丘小学校
６年　廣地　太偉 さん

射水市立金山小学校
6年　中波大志郎 さん

高岡市立川原小学校
５年　秋元　凉大 さん

高岡市立能町小学校
6年　山口　璃斗 さん

高岡市立博労小学校
6年　吉田　茉央 さん

高岡市立野村小学校
６年　諏訪　友里 さん

射水市立中太閤山小学校
６年　河浦　彩琴 さん

高岡税務署長賞
富山県連最優秀賞 富山県連特別賞

高岡法人会会長賞高岡法人会優秀賞 高岡法人会女性部会長賞

富山県連入賞

入　　賞

入　　賞

入　　賞

入賞作品

公益社団法人　高岡法人会女性部会令和
5年度



17中学生の「税についての作文」受賞者

高岡市立西条小学校
６年　順徳　葵子 さん

高岡市立能町小学校
６年　岡野　好夏 さん

高岡市立福岡小学校
６年　梅田　琉生 さん

高岡市立千鳥丘小学校
６年　廣地　太偉 さん

射水市立金山小学校
6年　中波大志郎 さん

高岡市立川原小学校
５年　秋元　凉大 さん

高岡市立能町小学校
6年　山口　璃斗 さん

高岡市立博労小学校
6年　吉田　茉央 さん

高岡市立野村小学校
６年　諏訪　友里 さん

射水市立中太閤山小学校
６年　河浦　彩琴 さん

高岡税務署長賞
富山県連最優秀賞 富山県連特別賞

高岡法人会会長賞高岡法人会優秀賞 高岡法人会女性部会長賞

富山県連入賞

入　　賞

入　　賞

入　　賞

入賞作品

公益社団法人　高岡法人会女性部会令和
5年度 ～令和５年度～　中学生の『税についての作文』入賞者

共催 : 全国納税貯蓄組合総連合・国税庁／後援 : 公益財団法人全国法人会総連合 他

　将来を担う中学生が、身近に感じた税に関すること、学校で学んだ税に関すること、テレビや新聞などで知っ
た税の話などを題材とした作文を書くことで、税について関心を持ち、正しい理解を深めていただくという趣旨
で全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が共催で実施しています。
　高岡税務署管内で表彰された方々は次のとおりです。

★《高岡税務署長賞》

「税金の大切さ」 射水市立小杉中学校３年 泉田　祐佳

★《高岡税務署長賞》

「税金に支えられて」 射水市立射北中学校２年 野口　素直

★《富山県知事賞》

「税金と向き合う大切さ」 射水市立大門中学校３年 奥　　亮徳

★《北陸納税貯蓄組合総連合会会長賞》

「今を幸せに生きるために」 射水市立大門中学校２年 吉岡　優花

★《高岡税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞》

「税と私たちの生活」 氷見市立西の杜学園９年 名内　　綾

★《北陸税理士会高岡支部支部長賞》

「税金のありがたさ」 射水市立小杉南中学校３年 坂井　久日

★《公益社団法人高岡法人会会長賞》

「税金の意味」 射水市立大門中学校３年 土谷　悠翔

★《高岡税務署管内青色申告会連合会会長賞》

「僕達の生活に必要な税について」 氷見市立西の杜学園７年 角田　脩介

★《高岡間税会会長賞》

「身近な税金」 射水市立小杉南中学校３年 山村　愛来



18 中学生の「税についての作文」入賞作品

一学期の始業式に新しい教科書が配られました。裏
面を見ると、「この教科書は、これからの未来を担う
皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給され
ています。大切に使いましょう。」と書かれているこ
とに気づき、その時の担任の先生から教科書は税金の
おかげでゼロ円だということを聞きました。このとき、
自分たちが普段使っている教科書やパソコン、理科の
実験器具や体育用具などが税金によって無償で支給さ
れていることを知りました。税金には、所得税や消費
税などの国税と住民税や固定資産税などの地方税の二
つの種類があり、国民が普段納めている税金によって
みんなの生活が支えられていることを知りました。そ
こで、税金は私たちの生活をどう支えているかを調べ
たところ、主に医療、年金、福祉、介護、生活保護な
どの社会保障費や国債費、地方交付金等に使われてい
ることが分かりました。医療の場合、体調を崩し、医
療機関を受診する時、「子供医療費受給資格証」を持っ
ていきます。私たちの住んでいる地域には、「子供医
療費助成制度」というものがあり、この制度があるこ
とで、市内に住んでいる十八歳までの子供の医療費は
市によって税金で払われています。他にも上下水道や
道路整備、信号機の設置などがされており、通学路で
も道路工事が行われているのを見たことがあります。
私たちが安全に通学したり、公共交通機関を利用でき

たり、健康な生活を送ることができているのも税金が
使われているからです。また、海外では、救急車を利
用するのにお金が必要になる国もあると聞き、とても
驚きました。日本では、国籍、人種、納税の有無に関
わらず無料で救急車を呼ぶことができますが、アメリ
カでは、現在、日本円で約四万五千円のお金が必要に
なるそうです。多くの命を救うのにも税金が利用され
ていることを知りました。日本では、速いスピードで
高齢化が進んでおり、社会保障を拡充することが必要
になったことなどから、消費税が二〇一九年に八パー
セントから十パーセントに引き上げられました。増税
は、私たちにとって負担になってしまいますが、税に
ついて学び、納めた税金が私たちの未来や生活の支え
になっていることを知り、税を納めることは重要だと
思いました。

もし、税金がなくなってしまったら、学校に通えな
くなったり、事故や事件が絶えず、今のような安全な
生活ができなくなってしまうかもしれません。今、私
たちは税金によって普通に教育を受けられ、安心して
豊かな日常生活を送ることができています。世界には
教育が受けられず、私たちのような生活を送れていな
い人もいます。これからは、税金があることに感謝し、
少しでも多くの人の支えになれるよう、しっかり税金
を納めていきたいです。

税金の大切さ� 射水市立小杉中学校３年　泉田　祐佳
高岡税務署長賞

税金に支えられて� 射水市立射北中学校２年　野口　素直
高岡税務署長賞

夏休みに課題作文を書かなくてはいけなくなった。
作文のコンクールのリストを眺めながら「どれも書け
そうにないよ。」などと言っていたら、それを聞いて
いた母が「リストには何の作文があるの。」と尋ねて
きた。「税についての作文とか、色々。」と答えたら、
母は図書館で税に関する本を七冊借りてきた。このよ
うに、私の家では図書館をよく使う。住んでいる市の
図書館、通っている学校の図書室、さらに隣の市の図
書館にまで行く。これらの市立の図書館は、主に市税
や国からの交付金で運営されていると調べてみて知っ
た。

私が週にだいたい三冊借りた本を読んでいるとする
と、一年で約百五十冊読んでいることになる。私は
十四歳なので、私が今までに読んだ本の冊数は二千冊
強。本の代金を一冊千円と仮定すると、この二千冊の
値段の合計は二百万円ということだ。この金額はかな
り大雑把だが、私が今までに借りた本を、全て自分で
買って読むというのは、とてもできないということが
分かる。この本を買うお金も多くは税金から支払われ
ている。私は税金によって読みたい本を読むことがで
きているのだ。私はそれによって楽しめるだけでなく、
様々な知識を手に入れることができている。図書館は、

～令和５年度～　中学生の『税についての作文』
� （敬称略）
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本をただ保管するだけでなく、どんな人にも学ぶ機会
を提供してくれているのだ。一人ではできないことが、
たくさんの人が納めた税金によって実現できているの
だなと実感した。

私は、税金について考えてみたことがほとんどな
かった。ニュースなどでぼんやりと知ってはいたけれ
ど、自分と関係しているのは消費税くらいだと思って
いた。その消費税だって、物を買うときにいちいち気
にかけたりしない。税金によって自分が助けられてい
るということも、頭では理解していても実際にそれを
体感することはあまりない。でも、こうやって私がよ
く利用する施設について考えてみると、私は税金がな
ければ今の生活が送れないと気がついた。

図書館以外にも、税金がどのようなところで使われ

ているのかインターネットで検索してみると、意外と
身近なところに使われていることに驚いた。小中学校
で授業料がかからないのも、道路がきちんと整備され
ているのも、そこに税金が使われているからだと知っ
た。当たり前だと思っていて、これらに関するお金が
どこからでているのか気にしたことがなかったが、私
たちがあって当たり前だと思っていても、税金がない
と成り立たないものが多くあると分かった。

今まで私は、税についての関心は薄かった。でも、
これからは、税金を納めている大勢の人々に支えられ
て今の生活ができていると忘れないようにしたい。そ
して、ほんの少しの額だが、自分も社会の一員として
税金を納めていることを意識していきたい。

税金と向き合う大切さ　� 射水市立大門中学校３年　奥　　亮徳
富山県知事賞

みなさんはなぜ税金を払っているのか考えたことは
ありますか。ほとんどの人は、「払わなければいけな
いから」や「義務だから」と答えると思います。

では、私たちが払っている税金はどこでどのように
使われているのでしょうか。

まず、税金にはどのような種類があるかを調べてみ
ました。今までに聞いたり見たりしたことのある税金
の種類を思い浮かべてみると、物を買った時にかかる
消費税と土地や家屋を所有している人にかかる固定資
産税しかありませんでした。まず、税金は大きく二種
類に分けることができます。一つ目は、国に納める国
税です。国税には、学生の私たちにも関わりのある消
費税や給料、商売によって稼いだ所得にかかる所得税
などがあります。二つ目は、地方に納める地方税です。
地方税には、都道府県や市区町村が行うサービスを維
持するための住民税や事業を始める際にかかる事業税
などがあります。自分の知らなかった税金やそんなこ
とにまでと思う税金が多くあったことに驚きました。

税金の種類について知ったところで、私は自分の生
活の中でどのように税金が関わっているのか、どのよ
うに生かされているのかが気になったので、母に聞い
てみました。すると、「小さい頃によく病院へ行って
たね。五歳で入院した時にはお世話になったな。」と
話してくれました。この話を聞いた私は、入院のとき
税金がどのように関わっていたか気になったので詳し

く話を聞いてみることにしました。
私は、五歳のときに「アレルギー性紫斑病」という

病気にかかりました。この病気は、全身に赤紫色の斑
点がでてきたり、関節痛や消化器症状による吐き気や
腹痛になったりする病気です。私がこの病気にかかっ
た際にもひどい腹痛や吐き気に苦しまされました。入
院するときには治療費の他に食事代など多くの費用が
かかります。私の場合は、約一ヵ月入院していたので
多くの費用がかかることになったそうです。ここで出
てきたのが子どもの入院および通院にかかる保健診療
の自己負担分を助成する医療費助成制度でした。私は
この制度のおかげで治療に専念することができたそう
です。

この話を聞いて、私たちの代わりに市が税金を使っ
て私たちが健康に暮らす費用を助成してくれているこ
とに気付きました。

しかし、税金には問題点もあります。現在の日本で
は税金の収入が横ばいなのに対し、社会保障費用が増
加しているため、足りない部分を国債でまかなってい
ます。

税金や増税などの負担ばかりに目を向けるのではな
く、現状や税金の使われ方を一人ひとりが知り、税金
を納めることの大切さを改めて考える必要があると思
います。
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22 税理士会だより/税理士会高岡支部役員との懇談会

＜＜税税制制改改正正前前＞＞

＜＜税税制制改改正正後後＞＞ 合計額ー100万円　対象

相
続
財
産

相
続
財
産

相続開始前３年以内の贈与それ以前の贈与

相続開始前３年以内の贈与それ以前の贈与 相続開始前４～７年以内の贈与

３年間 全額対象

３年間 全額対象

＜＜税税制制改改正正前前＞＞

＜＜税税制制改改正正後後＞＞

基礎控除（各年間１１０万円）

制度選択後の全額対象

相
続
財
産

制度選択後の全額対象

相
続
財
産

相続時精算課税･選択

相続時精算課税･選択

＜＜税税制制改改正正前前＞＞

＜＜税税制制改改正正後後＞＞ 合計額ー100万円　対象

相
続
財
産

相
続
財
産

相続開始前３年以内の贈与それ以前の贈与

相続開始前３年以内の贈与それ以前の贈与 相続開始前４～７年以内の贈与

３年間 全額対象

３年間 全額対象

＜＜税税制制改改正正前前＞＞

＜＜税税制制改改正正後後＞＞

基礎控除（各年間１１０万円）

制度選択後の全額対象

相
続
財
産

制度選択後の全額対象

相
続
財
産

相続時精算課税･選択

相続時精算課税･選択

相続税及び贈与税の改正（令和６年１月１日施行）

１　�暦年課税による生前贈与加算の対象期間等の見直
し

相続等により財産を取得した者が、相続開始前７年
以内（改正前は３年以内）に被相続人から暦年課税に
よる贈与により財産を取得した場合には、 贈与により
取得した財産価額（相続開始前３年以外の取得財産価
額の合計額から 100 万円を控除した残額）を相続税の
課税価格に加算されます。

相続開始前７年以内の対象は令和６年１月１日以後
に贈与により取得する財産が対象。
 

２　相続時精算課税に係る基礎控除の創設
相続時精算課税を選択（※１）した受贈者（以下相続

時精算課税適用者）が、特定贈与者（※２）から令和６
年１月１日以後に贈与により取得した財産に係るその
年分の贈与税については、暦年課税の基礎控除とは別
に、贈与税の課税価格から基礎控除額 110 万円（※３）

が控除されます。
また、特定贈与者の死亡に係る相続税の課税価格に

加算されるその特定贈与者から令和６年１月１日以後
に贈与により取得した財産の価額は、基礎控除額を控
除した後の残額とされます。

※１�　相続時精算課税は、原則として①贈与者が贈
与の年の１月１日において 60 歳以上、②受贈
者が同日において 18 歳以上で、かつ、贈与時

において贈与者の直系卑属の推定相続人又は孫
である者。

　　�　なお、相続時精算課税を選択した場合、その
後の同一者からの贈与について暦年課税へ変更
はできません。

※２�　特定贈与者とは、相続時精算課税の選択に係
る贈与者をいい、令和５年分以前の贈与税の申
告において相続時精算課税を選択した場合も含
みます。

※３�　同一年中に、２人以上の特定贈与者から贈与
財産を取得した場合の基礎控除額 110 万円は、
特定贈与者ごとの贈与税の課税価格で按分しま
す。

　　（注）�相続時精算課税を選択した場合、その特
定贈与者からの贈与について暦年課税の
基礎控除の適用はできません。

 

３　選択の判断
令和６年１月１日以後の贈与について暦年課税と相

続時精算課税との選択は、相続発生のタイミング、贈
与者の現状の財産状況、受贈者の年齢、贈与財産の価
額や種類などを考慮した上で、専門家と相談する必要
があります。

税  理  士　　濵　多　善　克

高岡法人会では、北陸税理士会高岡支部役員と当会の正副会長との懇談会を
12 月 21 日 ( 木 ) に開催した。

懇談会では、牧田和樹法人会会長、中村総一郎高岡支部長の挨拶、税理士会
高岡支部及び高岡法人会の活動状況について説明のあと、牧田会長から中村支
部長へ「会員増強に対するご協力のお願い」文書を手渡し、税理士会高岡支部
の税理士先生方に「法人会への加入勧奨」のお力添えを頂けるよう依頼した。

～北陸税理士会高岡支部役員との懇談会開催～
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新会員会社紹介

法　人　名 代 表 者法　人　名 代 表 者

高岡市
㈱ＭＫサポート	 松野　哲英
税理士法人ＣＯＬＡＲＥ	 蓑口　悠加
湯川人材サービス㈱	 湯川ルシレーネ
㈱フェイス・シマダ	 米谷　三史
㈱フードピア	 土田　一清
日本総合リサイクル㈱　	 高倉　康氏
㈱Ｔサポート	 高畠　義尚
㈲梶川商事　　　　	 梶川美智代
㈱上田合金所	 澤田　数基

射水市
坂吉㈱　　　　　　　　　	 高倉　康氏

氷見市
㈱西川ガス　　　　　　　	 西川　雅清
㈱佐原電気　　　　　　　	 佐原　武志
㈲ウナミ企画　　　　　　	 佐藤　景太

新会員のご紹介（令和５年８月～）

湯川人材サービス株式会社 代表取締役　　湯川ルシレーネ

当社は 2016 年 10 月 28 日に人材派遣会社として高岡市姫野にて設立いた
しました。

ブラジル出身で長年日本で働いてきたという経験を生かして、信頼・安心
をモットーに向上心あふれる人材で地域経済を支えていきたいと考えています。

当社の特徴は日本人だけでなく外国の方々を積極的に採用して企業様の
ニーズに応えていく体制を整えているところです。社員に対して計画的な
キャリアアップを推進し、キャリアコンサルティングにも力を入れて企業様
の戦力となる人材を紹介しています。

このたびご縁があり高岡法人会に加入させていただくことになりました。
税については勉強しなければならないことがまだまだたくさんあるので、いろいろ学ばせていただき

たいと思っております。
よろしくお願いいたします。 住所　高岡市中曽根445番地　　　電話　0766（82）2810

高岡法人会では、支部研修会、決算期別説明会、改
正税法研修会、年末調整説明会など税に関する研修会
のほか、雇用管理研修会、セミナーや講演会を開催し
ています。

さらに、全会員に「税制改正のあらまし」「わかり
やすい年末調整実務のポイント」「会社役員のための
確定申告実務のポイント」を送付するなど、タイムリー
な情報提供にも努めています。

また、会員交流を目的とした異業種交流視察研修旅
行や、青年部会員が参加できる税経セミナーや懇親会、
女性部会員が参加できる教養講座や視察旅行も実施し

ており、これらの事業に参加することで、法人会に加
入する様々な業種の経営者と知り合い、その交流を通
じてお互いの経営感覚を磨き、新たなビジネスチャン
スが生まれます。
　会員の皆様には、取引先やお知り合いの方で、法人
会に加入されていない方がおられましたら、ご紹介お
願いします。

なお、法人会には、法人（正会員）だけでなく、個
人事業主の方も賛助会員としてご入会できます。

ご連絡は、事務局（０７６６－２３－８８５５）ま
でお願いします。

新会員ご紹介のお願い



〒933-0912 高岡市丸の内１番40号　高岡商工ビル内　TEL 0766－23－8855　FAX 0766－26－1216
発行人/公益社団法人 高岡法人会　発行日/令和６年１月25日　印刷所/キクラ印刷株式会社

表紙説明

高岡法人会第 13 回定時総会記念講演会のご案内

テーマ『ショック・ドクトリン』
　　　〜報道されない世界経済の裏側と、
� 家族と祖国を守る方法〜

■ 日　時 / 令和６年５月22日（水）　15時30分～17時

■ 会　場 / ホテルニューオータニ高岡　４階
� 高岡市新横町1番地（0766-26-1111）

■ 講　師 / 国際ジャーナリスト　堤　　未　果  氏

▶プロフィール◀
ニューヨーク州立大学国際関係論学科卒業、ニューヨーク市立大学大学院国際関係論学科卒業。
国連、アムネスティインターナショナルＮＹ支局員、米国野村証券を経て現職。日米を中心に各国の
政治、経済、教育、医療、農政、食、デジタルなど幅広く取材、講演、メディア出演等で活躍。
多くの著書は海外でも翻訳されている。「報道が教えてくれないアメリカ弱者革命」で日本ジャーナ
リスト会議黒田清新人賞。「ルポ・貧困大国アメリカ」（岩波新書 )で中央公論新書大賞2009、日本エッ
セイストクラブ賞のＷ受賞。「日本が売られる」「食が壊れる」「デジタルファシズム」「堤未果のショック・
ドクトリン」他多数。Ｗｅｂ番組「月刊アンダーワールド」キャスター。

1914年（大正３年）に高岡共立銀
行本店として建てられたもので、富山
県内唯一の本格西洋建築です。
鉄骨レンガ造りの２階建てで、外壁
は赤レンガ、屋根の尖塔は緑青の銅板
葺きです。柱の基礎部分や窓回りは花
こう岩製であり、正面の入口は、わず
かにふくらんだエンタシスの石の柱、
その上には三角破風、窓の装飾はルネ
サンス風となっています。
2019年まで銀行として使われ、市
民からは「赤レンガの銀行」と呼ばれ
親しまれていました。2021年１月に
高岡市に譲渡されました。
本建物が位置するエリアは伝統的建
造物保存地区であり、一帯が土蔵造り
の美しい町並みを有しています。

赤レンガの銀行（旧高岡共立銀行）


